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は じ め に
降 っ た 雨 が 山 地 ・ 森 林 地 帯 か ら 河 川 を っ く り 、 平 野 部 を 経 て 河 口 ・ 内 湾 に 流 れ 込 む ま で
の、 地 形 的 に も 水 や 物 質 が 循 環 す る 上 で 、 も ま と ま り の あ る 空 間 単 位 を 流 域 と い い ま す 。
古 来 、 人 間 は 地 球 上 の 気 候 や 風 土 が 異 な る さ ま ざ ま な 流 域 に お い て 、 特 徴 あ る 生 産 活 動
を お こ な い 、 多 様 な 生 活 を 営 ん で 、 き ま し た 。 し か し 、 各 流 域 で の 人 間 活 動 は 、 そ の 流 域 に
固 有 の 環 境 問 題 を 引 き 起 こ す と と も に 、 現 代 に お い て は 、 気 象 や 海 洋 な ど の 物 理 的 過 程 と
発 達 し た 市 場 経 済 に よ っ て 、 地 球 環 境 問 題 と い う 大 き な 空 間 ス ケ ー ノ レ で 、 の 現 象 を 生 み 出 し
て い ま す 。
琵 琶 湖 は 日 本 最 大 の 湖 で あ り 、 ま た 世 界 有 数 の 古 代 湖 で あ る と と も に 、 近 畿 圏 1，4 0 0 万
人 の 人 々 に 飲 料 水 を 供 給 し て い ま す が 、 富 栄 養 化 、 湖 岸 の 開 発 、 ブ ラ ッ ク パ ス に 代 表 さ れ
る 外 来 種 の 移 入 な ど 、 人 間 活 動 に よ っ て 大 き な 影 響 を 受 け て き た 生 態 系 で も あ り ま す 。
こ の よ う な こ と か ら 地 球 環 境 問 題 に と り く む 上 で 、 ま ず 流 域 と い う 空 間 ス ケ ー ル で 、 各 地
の 流 域 が 抱 え る 固 有 の 環 境 問 題 を し っ か り と 解 明 す る こ と が 大 切 な 作 業 で あ る と 考 え 、 私
た ち は 近 畿 圏 を 代 表 す る 琵 琶 湖 ー淀 川 水 系 を 対 象 に 、 流 域 管 理 、 つ ま り 流 域 と い う 空 間 ス ケ
ー ノ レ で 、 環 境 の 管 理 を お こ な う 上 で 必 要 と な る 、 環 境 診 断 と 合 意 形 成 の 方 法 論 の 開 発 に 関 す
る 研 究 を 開 始 し ま し た 。
本 プ ロ ジ ェ ク ト は 2 0 0 2 年 ( 平 成 1 4 年 ) か ら 開 始 さ れ 、 3 年 目 に 当 た る 本 年 は 琵 琶 湖
淀 川 一 大 阪 湾 に 至 る 一 体 の 水 系 と し て の 水 質 状 況 を 把 握 す る こ と を 目 的 に 本 レ ポ ー ト を と
り ま と め ま し た 。 1 章 で は 、 瀬 戸 内 海 ス ケ ー ル か ら 見 た 大 阪 湾 の 位 置 付 け に つ い て 整 理 し 、
2 章 で は 、 大 阪 湾 の 水 質 の 変 遷 と 現 状 、 3 章 で は 、 大 阪 湾 へ 陸 域 か ら 流 入 す る 汚 濁 負 荷 量
と こ の う ち 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 占 め る 割 合 、 4 章 で は 、 水 質 の 保 全 に 寄 与 し て い る 下 水 道
終 末 処 理 場 に つ い て の 情 報 を 整 理 し ま し た 。
本 レ ポ ー ト の 作 成 は 国 土 環 境 株 式 会 社 に 委 託 し て 実 施 し た も の で あ り ま す 。
な お 、 本 レ ポ ー ト に 用 い た 情 報 は 、 一 般 に 公 表 さ れ て い る 学 術 文 献 な ら び に 各 種 統 計 資
料 等 に 記 載 さ れ て い る も の で あ り 、 引 用 等 に 当 た っ て は 各 々 の 出 典 の 利 用 規 程 に 従 い 、 出
典 を 明 記 す る よ う お 願 し 、 致 し ま す 。
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巻 末 資 料
1 . 瀬 戸 内 海 か ら 見 た 大 阪 湾
1. 1 概 況
瀬 戸 内 海 、 大 阪 湾 、 淀 川 |、 琵 琶 湖 流 域 の 諸 元 を 表 1. 1-1 、 大 阪 湾 ~ 琵 琶 湖 流 域 の 地
形 を 図 1. 1-1 に 示 す 。
大 阪 湾 の 諸 元 を 瀬 戸 内 海 と 比 較 す る と 、 容 積 は 5 % で あ る の に 対 し 、 集 水 域 面 積 は 2 2 %
も 占 め て い る 。 大 阪 湾 は 、 地 形 的 に 陸 上 か ら の 汚 濁 負 荷 の 影 響 を 受 け や す い 海 域 で あ
る こ と が わ か る 。
淀 川 の 集 水 域 面 積 は 大 阪 湾 の 7 4% に 相 当 し 、 琵 琶 湖 の 集 水 域 面 積 は 淀 川 の 4 7 % に 相 当
す る 。
表 1 . 1-1 瀬 戸 内 海 ~ 琵 琶 湖 流 域 の 諸 元





集 水 域 面 積
k m
2  
5 0 ，8 8 3  1)  




2 3 ，2 0 3  1) 1 ，4 4 7 ( 6出 ) 1) 




8 ，8 1 5  1)  
4 4 0 ( 5 同) 1) 
2 7 5 ( 一 ) 3) 
注 ) 瀬 戸 内 海 の 集 水 域 面 積 は 、 瀬 戸 内 海 環 境 保 全 特 別 措 置 法 に よ る 対 象 区 域 に 、 滋 賀 県 ( 琵 琶 湖 を 除 く ) を 加 え た
面 積 と し た 。
o 内 の 数 字 は 、 瀬 戸 内 海 を 100 % と し た と き の 割 合 を 示 す 。
出 典 社 ) 瀬 戸 内 海 環 境 保 全 協 会 (2003): I瀬 戸 内 海 の 環 境 保 全 資 料 集 J 1) 
( 有 ) 国 土 開 発 調 査 会 刊 (2000): I河 川 便 覧 J 2) 
琵 琶 湖 総 合 開 発 協 議 会 (1 997): I琵 琶 湖 総 合 開 発 事 業 25 年 の あ ゆ み J 3) 
よ り 作 成
出 典 ) 国 土 交 通 省 (l9 77) 国 土 数 値 情 報 ・ 流 路 、 流 域 界 ・ 非 集 水 域 "
国 土 地 理 院 (l997) : 数 値 地 図 2 5 0 m メ ツ ‘ ン ュ ( 標 高 ) 5 )  
国 土 地 理 院 (200 L) 数 値 地 図 25000( 行 政 界 ・ 海 岸 線 ) 叫
滋 賀 県 琵 琶 湖 研 究 所 (l986) 滋 賀 県 地 域 環 焼 ア ト ラ ス 7 )
海 上 保 安 庁 (2000) 海 図 W l 0 7 (大 阪 湾 至 播 磨 灘 ) め
よ り 作 成
図 1 . 1-1 大 阪 湾 ~ 琵 琶 湖 流 域
2  
1. 2 水 質
環 境 省 が 実 施 し て い る 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 il ol か ら 、 瀬 戸 内 海 の 湾 ・灘 別 の C O D
( 化 学 的 酸 素 要 求 量 ) 、 T - N ( 全 窒 素 ) 、 T - P ( 全 リ ン ) の 経 年 変 化 を 図 1 . 2-2- - - 図 1 . 2 - 4
に 示 す 。 広 域 総 合 水 質 調 査 は 、 年 4 回 ( 春 、 夏 、 秋 、 冬 季 ) 、 上 層 ・ 下 層 ( 上 層 : 海
面 下 0-----0.5m 、 下 層 : 海 底 上 1-----5m 、 水 深 5 5 m 以 深 に あ っ て は 水 深 5 0 m ) で 行 わ れ
て い る 。 図 に は 、 調 査 地 点 ご と の 上 下 層 平 均 値 の 年 平 均 値 を 湾 ・ 灘 ご と に 平 均 し た
も の を 示 し て い る 。 広 域 総 合 水 質 調 査 の 調 査 地 点 を 図 1 . 2 - 1 に 示 す 。
大 阪 湾 北 部 の 水 質 を 1978-----2000 年 度 の 全 湾 ・ 灘 平 均 値 と 比 較 す る と 、 C O D で 2
倍、 T - N 、 T - P で は 3 倍 程 度 高 く な っ て い る 。 一 方 、 大 阪 湾 南 部 は 他 の 湾 ・ 灘 と 同
程 度 の 水 質 と な っ て い る 。
大 阪 湾 北 部 の 水 質 は 、 近 年 低 下 傾 向 が 見 ら れ 、 1 9 7 8 年- - - 1 9 8 0 年 度 の 平 均 値 か ら
1998-----2000 年 度 の 平 均 値 へ の 減 少 率 は 、 C O D で 15 % 、 T - N で 2 4% 、 T - P で 4 0 % で あ




注 ) ・ ・ 水 質 調 査 地 点 と 地 点 番 号
X  底 質 例 査 地 点
@  水 質 ・ 7 ・ 予 け 打 調 査 地 点 と 地 点 番 号
3 0 1 - 3 1 8 の 数 字 は 海 峨 区 分 コ ー ド で あ る .
出 典 ) 環 境 省 (2002) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 報 告 書 9 ) よ り 一 部 改 変
図 1 . 2 - 1 広 域 総 合 水 質 調 査 地 点
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一 栄 一 播 磨 灘 北 部
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ー ト 伊 予 灘 西 部
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周 防 灘 西 部
一 一 豊 後 水 道
一一一 響 灘
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出 典 ) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 J ) 川 よ り 作 成
一 ← 紀 伊 水 道 東 部
一 ← 紀 伊 水 道 西 部
ー ー 大 阪 湾 北 部
司 巨 大 阪 湾 南 部
ー ト 播 磨 灘 北 部
一 ← 播 磨 灘 南 部
→ ー 備 讃 瀬 戸 東 部
ー ← 備 讃 瀬 戸 西 部




一 ← 伊 予 灘 東 部
ー ト 伊 予 灘 西 部
一 ← 周 防 灘 東 部
周 防 灘 西 部
一 一 豊 後 水 道
ー ← 響 灘
ー ー 全 湾 ・ 灘 平 均
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出 典 ) 広 I校 総 合 水 質 調 査 結 果 山 帥 よ り 作 成
T-N の 経 年 変 化 ( 上 下 層 平 均 値 )
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図 1 . 2-3
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!  
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1 1  腿 灘
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l  周 防 灘 西 部
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g  g - ← 響 灘
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出 典 ) 広 域 総 合 水 質 調 査 結 果 。 10) よ り 作 成
図 1 .2 - 4 T - P の 経 年 変 化 ( 上 下 層 平 均 値 )
5  
1.  3 流 入 負 荷 量
瀬 戸 内 海 の 湾 ・ 灘 別 の T - P 流 入 負 荷 量 ( 河 川 経 由 の み ) の 経 年 変 化 を 佐 々 倉 ら
(2 00 4) 1 1) の 結 果 を も と に 集 計 し 、 図 1. 3-1 に 示 す 。 佐 々 倉 ら (2 004 ) 1 ) 1士 、 河 川 流 量
( 流 量 年 表 ) と 河 川 水 質 ( 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 ) の 年 平 均 値 を 乗 じ る こ と に よ り 、
河 川 経 由 の 流 入 負 荷 量 を 算 定 し て い る 。
大 阪 湾 の T - P 流 入 負 荷 量 は 、 他 の 湾 ・ 灘 と 比 較 し て 非 常 に 大 き く 、 平 均 で 瀬 戸 内
海 の 総 流 入 負 荷 量 の 45% を 占 め て い る 。
大 阪 湾 の T - P 流 入 負 荷 量 の 198 0 年 代 前 半 ( 1 980 '"'-'1984 年 度 の 平 均 値 ) か ら 19 90
年 代 後 半 (1994 '"-'1 998 年 度 の 平 均 値 ) の 減 少 率 は 、 50% に も 及 ん で い る 。 こ れ は 、
洗 剤 の 無 リ ン 化 や 工 場 ・ 事 業 場 に 対 す る 立 ち 入 り 調 査 な ど リ ン の 削 減 指 導 の 効 果 が
現 れ て い る も の と 考 え ら れ る ( 佐 々 倉 ら 、 200 4
1
1) 。
一 + ー 紀 伊 水 道
ー ・ ー 大 阪 湾
一 一 播 磨 灘
一 持 ー 備 讃 瀬 戸
一 栄 一 備 後 灘
ー 争 ー 健 灘
- ← 一 安 芸 灘
一 ー 一 広 島 湾
- ー ー 伊 予 灘
豊 後 水 道
周 防 灘




? ? ? ? ?
2 5  










T - P 流 入 負 荷 量 の 経 年 変 化
6  
出 典 ) 佐 々 倉 ら (2 004) 1Ilより 一 部 改 変
図 1. 3- 1
2 .大 阪 湾 の 水 質
2 .  1 大 阪 湾 の 水 質 の 変 遷
1) COD 、 T-N 、 T-P
大 阪 湾 で は 図 2.1-1 に 示 す と お り 、 C O D 、 T - N 、 T - P の 環 境 基 準 の 類 型 指 定 が な
さ れ て い る 。 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 13) か ら 、 類 型 別 の C O D 、 T - N 、 T - P の 経 年
変 化 ( 上 層 ) を 図 2.1-2 に 示 す 。
大 阪 湾 の 水 質 は 、 下 水 道 の 普 及 や 工 場 ・ 事 業 場 の 排 水 対 策 な ど に よ っ て 、 岸 に 近
い C 海 域 や IV 海 域 で 改 善 傾 向 が 見 ら れ る 。 沖 合 の A 海 域 や H 海 域 で は 、 ほ ぼ 横 ば







. 大 阪 府 測 定 点
a 兵 庫 県 測 定 点
備 考 A 、 B 、 C 海 域 ( 実 線 ) は C O D に 係 る 類 型 区 分
口 、 1 、 IV 海 域 ( 彼 線 ) は T - N 、 T - P に 係 る 類 型 区 分
出 典 ) 大 阪 府 ( 2 0 0 2 ) ・ 大 阪 府 環 境 白 書 12) よ り 転 載
図 2.1-1 大 阪 湾 に お け る 類 型 区 分 及 び 公 共 用 水 域 水 質 調 査 測 定 点
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全 窒 素 全 燐
型
(p H )  
( C u D )  




A  水 産 1 級 7 .8 
2 m g江 J
7 .5  




以 上 以 下
m g ι  M P N I  
れ な い
お よ び 日 以 下 の 欄
m glL m glL 
自 然 環 境 保 全
8 .3 
以 上
1 0 0 m L  
こ と
に 掲 げ る も の
以 下 以 下
お よ び B 以 下 の 欄
以 下
以 下
( 水 産 2 種 お よ び
に 掲 げ る も の
3 種 を 除 く 。 )
日
水 産 1 積
0 .3 0.03 
7.k 
浴
m g ι  
m g札
お よ び 皿 以 下 の 欄
以 下 以 下
に 掲 げ る も の
( 水 産 2 種 お よ び
3 種 を 除 く 。 )
B  水 産 2 級 7.8 
3m g ι  5 m g /L  
検 出 さ
町
水 産 2 種
0 .6  0. 5  
工 業 用 水
以 上
以 下 以 上
れ な い
お よ び W の 欄 に 掲
m g ι  m g ι  
お よ び C 以 下 の 欄
8.3 
こ と
げ る も の
以 下 以 下
に 掲 げ る も の
以 下
(水 産 3 積 を 除 く 。 )
lV 水 産 3 種
l m g江 J
0.09 
」 二 業 用 水
以 下
m glL 
生 物 生 息 環 境 保 全
以 下
C  環 境 保 全 7 .0  8 m g ι  






備 考 備 考
1 . 基 準 値 は 、 日 間 平 均 値 と す る 。
1  基 準 値 は 、 年 間 平 均 値 と す る 。
2. 水 産 1 級 の う ち 、 生 食 用 原 料 カ キ の 養 殖 の 利 水 点 に つ い て は 、 大 腸 菌 群 2. 水 域 類 型 の 指 定 は 、 海 洋 植 物 プ ラ ン ク
数 7 0 M P N / 1 0 0 m L以 下 と す る 。 ト ン の 著 し い 増 殖 を 生 ず る 恐 れ が あ る
海 域 に つ い て 行 う も の と す る 。
注 )
1  自 然 環 境 保 全 ・ 自 然 探 勝 等 の 環 境 保 全 1  . 自 然 環 境 保 全 ・ 自 然 探 勝 等 の 環 境 保 全
2. 水 産 1 級 。 マ ダ イ 、 ブ リ 、 ワ カ メ 等 の 水 崖 生 物 用 お よ び 水 産 2 級 の 水 産 2  水 産 1 種 ; 底 生 魚 介 類 を 含 め 多 織 な 水 産
生 物 用
生 物 が バ ラ ン ス 良 く 、 か つ、
水 産 2 級 ・ ボ ラ 、 ノ リ 等 の 水 産 生 物 用
安 定 し て 漁 獲 さ れ る
水 産 2 種 ー 部 の 底 生 魚 介 類 を 除 き 、 魚
3 . 環 境 保 全 ・ 国 民 の H 常 生 活 ( 沿 岸 の 遊 歩 等 を 含 む 。 ) に お い て 不 快 感 を 生
類 を 中 心 と し た 水 産 生 物 が
じ な い 限 度
多 獲 さ れ る
水 産 3 稀 : ・ 汚 濁 lこ 強 し 、 特 定 の 水 産 生 物 が
主 に 漁 獲 さ れ る
3. 生 物 生 息 環 境 保 全 : 年 聞 を 通 じ て 底 生 生
物 が 生 息 で き る 限 度
出 典 ) 環 境 庁 告 示 第 59 号 ( 昭 和 46 年 12 月 28~) 
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2) 0 0  
大 阪 湾 で は 、 夏 季 に 底 層 水 の 0 0 ( 溶 存 酸 素 ) が 低 下 し 、 貧 酸 素 水 塊 が 形 成 さ れ
る 。 藤 原 ら (2004) 14 ) よ り 、 大 阪 湾 の 東 部 海 域 に お け る 、 8 月 の 底 層 0 0 の 経 年 変
化 ( 大 阪 府 立 水 産 試 験 場 の 浅 海 定 線 調 査 デ ー タ ) を 図 2.1-3 に 示 す 。
東 部 大 阪 湾 の 8 月 の 底 層 0 0 は、 3 m g/L を 超 え る こ と は な く 、 毎 年 貧 酸 素 状 態 と
な っ て い る 。 年 ご と の 変 動 は 大 き い が 、 長 期 的 に 見 る と 0 0 は 上 昇 傾 向 で あ り 、 汚
濁 負 荷 量 削 減 等 の 水 質 改 善 努 力 が 成 果 を あ げ て い る と 考 え ら れ る ( 藤 原 ら 、 2 0 0 4 )
11) 。 さ ら に 、 藤 原 ら (2004) 14) は 、 エ ス チ ュ ア リ ー 循 環 流 が 大 き い 年 に 0 0 が 高 い こ
と か ら 、 エ ス チ ュ ア リ ー 循 環 流 が 強 く な る と 、 下 層 へ の 酸 素 供 給 量 が 増 大 し て 、











1 9 7 0  
2 0 0 5  2 0 0 0  1 9 9 5  
1 9 9 0  1 9 8 5  1 9 8 0  
出 典 ) 藤 原 ら (2004) lil よ り 転 載
1 9 7 5  




大 阪 湾 に お け る 赤 潮 の 発 生 件 数 を 図 2 .1-4 に 示 す 。
大 阪 湾 に お け る 赤 潮 発 生 件 数 は 、 1970 年 代 中 頃 に 極 大 値 を 示 し 、 そ の 後 減 少 傾
向 が 見 ら れ 、 汚 濁 負 荷 量 削 減 等 の 水 質 改 善 努 力 が 成 果 を あ げ て い る と 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 現 在 で も 年 間 2 0 件 程 度 は 発 生 し て い る 。









図 発 生 延 件 数
-一昨tO lB :U~J  
~ C ' J  c ' コ 寸 < uコ に D t - 0 0 σ )  Cコ~ C ' J  c ' ) 寸 < L口 に D ~、ロコ σ， cコ....; C ' J  c ' コ 寸 < L{)に D t - 0 0 σ ，  0  - 吋 C ' J
t-t-~、- t - ~、- t - t - 、 t - t - cxコ 臼 コ 00 ロ:J 00 日コ 00 ロ コ 日 コ 0 0 σ 3 σ コ σ 、σ 3 σ 3 σ 3 σ l c n σ 3 σ ' O Cコ Cコ
σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ コ σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 、σ 3 σ 3 σ ) u'l σ 、σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ コ σ 3 σ 3 σ 3 σ 3 σ ' O Cコ ζ コ
~~~~~~~~~~~~~~~~~____________NNN 
年
出 典 ) 水 産 庁 瀬 戸 内 海 漁 業 調 整 事 務 所 ( 1 971~2002) : 瀬 戸 内 海 の 赤 潮 15) よ り 作 成
図 2 .1- 4
大 阪 湾 に お け る 赤 潮 発 生 件 数 の 推 移
11 
2. 2 現 在 の 水 質 汚 濁 域 の 分 布
大 阪 湾 に お け る 夏 季 ( 1 9 9 8 年 ""'2 0 0 0 年、 6'"'-'8 月 平 均 ) の 上 層 c o o、 底 層 0 0 の
水 平 分 布 を 図 2.2-1 に 示 す 。
夏 季 の 上 層 c o o は 、 湾 奥 部 で 平 均 値 が 5 m g/ L を 超 過 し て お り 、 そ の 表 面 積 は 湾
全 体 の 約 10 % を 占 め て い る 。
ま た 、 夏 季 の 底 層 0 0 は 、 湾 東 部 の 海 岸 線 沿 い の 水 域 と 淀 川 河 口 で 3 m g / L を 下 回
り 、 水 深 2 0 m 以 浅 の 海 域 は ほ ぼ 5 m g / し を 下 回 っ て い る 。
底 層 0 0 が 3 m g/ L を 満 た さ な い 海 域 の 表 面 積 は 湾 全 体 の 約 1 0 % を、 5 m g / L を 満 た
さ な い 海 域 の 表 面 積 は 湾 全 体 の 約 3 0 % を 占 め て い る 。
内 湾 の 代 表 的 な 水 生 生 物 と 溶 存 酸 素 量 の 関 係 に つ い て 表 2.2-1 に 示 す 。 い く つ か
の 種 で は 4 m L / L { 約 5 .6m g/ U 以 下 で も 生 息 に 何 ら か の 影 響 が み ら れ 、 2 m L / L { 約
2 .9 m g / U 以 下 に な る と 、 ほ と ん ど の 種 で 影 響 が 認 め ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 内 湾 生
物 の 牛 . 息 環 境 と し て は 、 0 0 が 5 m g/ L 以 t で あ る こ と が 望 ま し く 、 最 悪 で も 3 m g / L
以 上 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
?
出 典 ) 大 阪 湾 再 生 推 進 会 議 (2 0 0 4 ) ・ 大 阪 湾 再 生 行 動 計 画 ( 説 明 資 料 ) 16) よ り 一 部 改 変
図 2 .2 - 1 夏 季 に お け る ( 京 ) 1:.層 c o o、 ( 右 ) 下 層 0 0 の 分 布
(1 9 9 8 '"-' 2 0 0 0 年、 6 '"'-'8 月 平 均 )
12 










ク ロ ダ イ ( 稚 魚 ) ※
「 一
魚
カ タ ク チ イ ワ シ ※
「
一 仁 二 二
サ パ ※
亡 採 餌 率 減 少
類 ハ マ チ ※ じ 採 餌 率 急 激 な 減 少
ボ ラ ※
仁 採 餌 率 減 少
ス ジ ハ ゼ 、 ※
「
」 一 一 一
カ ワ ハ ギ ※
「 一 ー l
L ー ー 一
マ ガ キ ( 成 員 ) ※
「
貝 ア カ ガ イ (成 貝 ) ※
ホ タ テ ガ イ ( 稚 ・ 成 貝 ) ※
類
ア コ ヤ ガ イ ( 産 卵 期 ) ※
「 |
ハ マ グ 、 リ ( 成 貝 ) ※
「
」一一
チ ョ ウ セ ン ハ マ グ リ ( 成 貝 ) ※
ヤ マ ト シ ジ ミ ( 成 貝 ) ※
=  = [ 二 二 二
パ イ ※
「
ホ ト ト ギ ス
「
」一
ゴ イ サ キ ガ イ
「
イ ヨ ス ダ レ
「
L  _  _ _  
チ ヨ ノ ハ ナ ガ イ
「
し
キ セ ワ タ
「 一一一




ホ ッ カ イ エ ビ ( 成 体 ) ※
の シ ャ コ ※
「一一ー
し一一
他 ガ ザ ミ ( 幼 生 ) ※
「
イ シ ガ ニ ※
「 一 一 一 一
し一一
パ フ ン ウ ニ ( 成 体 ) ※
サ ン シ ョ ウ ウ ニ ※
「 ー晶
ス ナ ヒ ト デ
「 一 』
」一一
マ ダ コ ( 成 体 ) ※
ゴ カ イ
「
イ ソ ゴ カ イ
「
凡 例 1 - - - - 致 死 限 界 値
仁 二 二 影 響 発 生 限 界 値
注 1 ) 1n f . J L = 約 1.41弔 fL
注 2 ) 文 献 番 号 1. 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 8 1 ) : 水 産 生 物 生 態 資 料 集
2. 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 7 8 ) : 沿 岸 漁 業 設 備 開 発 事 業 構 造 物 設 計 指 針
3.石 尾 (1兜 2)
4 環 境 庁 ( 1 9 7 8) : 環 境 影 響 評 価 技 術 資 料 集
5 .日 本 水 産 資 源 保 護 協 会 ( 1 9 8 3) : 水 産 生 物 生 態 資 料 集 ( 続 )
注 3 ) ※ : 水 産 生 物
































2. 3 大 阪 湾 の 水 質 汚 濁 の 特 性
1 ) 内 部 生 産
大 阪 湾 の 水 質 汚 濁 の 要 因 と し て 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン に よ る 内 部 生 産 が あ げ ら れ
る 。 大 阪 湾 の C O D に 占 め る 内 部 生 産 起 源 の 割 合 は 、 40----60% と 報 告 さ れ て い る 18 ) 。
大 阪 湾 の 汚 濁 特 性 の 状 況 を 把 握 す る た め 、 塩 分 と C O D 、 T - N 、 T - P の Mixing
D i a g r a m を 作 成 し た 。 塩 分 、 水 質 デ ー タ は 、 大 阪 府 の 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 19) か
ら、 1999----2001 年 の 夏 季 (6----8 月 ) の 上 層 の 値 を 用 い た 。 調 査 地 点 は 図 2 .3 - 1 に
示 す 通 り で あ り 、 こ の う ち 、 底 質 の 測 定 の み で あ る 0 - 7 、 大 阪 湾 南 部 の 港 内 で あ る
C-7----C-9 を 除 く 地 点 の デ ー タ を 用 い て い る 。 河 川 側 の 代 表 値 は 、 塩 分 は O と し 、
C O D 、 T - N 、 T - P は 後 述 す る 淀 川 、 大 和 川 、 大 津 川 、 石 津 川 、 神 崎 川 の 流 入 負 荷
量 を 河 川 流 量 で 除 し た も の を 用 い た 。 海 側 の 代 表 値 は 、 A-ll の 1999----2001 年 の 夏
季 (6- - 8 月 ) に お け る 最 大 塩 分 な ら び に 最 大 塩 分 測 定 時 の C O D 、 T - N 、 T - P の
値 を 用 い た 。 結 果 を 図 2 .3 - 2 に 示 す 。
C O D は 、 理 論 希 釈 線 よ り も 上 側 に 多 く 位 置 し て お り 、 内 部 生 産 に よ る 寄 与 が 大
き い こ と が 考 え ら れ る 。 内 部 生 産 に よ る 寄 与 が 大 き い こ と は 、 C O D の 流 入 負 荷 削
減 だ け で は な く 、 窒 素 ・ リ ン 等 の 栄 養 塩 類 の 流 入 負 荷 削 減 も 大 阪 湾 の 水 質 改 善
( C O D の 削 減 ) に と っ て 重 要 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。 た だ し 、 河 川 |側 の 代 表 値
を 求 め る 際 に 、 工 場 ・ 事 業 場 等 の 河 川 経 由 以 外 の 汚 濁 負 荷 を 考 慮 し て い な い た め 、
過 小 評 価 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。
"“ ，.t) 
〆- H
f- l!1$" 10 ・
F. ~lS. 2i) 
伝 ~35. 初
出 典 ) 大 阪 府 (200 1) 大 阪 府 域 河 川 等 水 質 調 査 結 果 報 告 書 19 ) よ り 転 載
図 2.3-1 大 阪 府 公 共 用 水 域 水 質 調 査 地 点
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出 典 ) 大 阪 府 (2 001 -200 3) : 大 阪 府 域 河 川 等 水 質 調 査 結 果 報 告 書 19) よ り 作 成
図 2 .3- 2 Mixing Diagram (1 9 9'"'-'2 001 年 、 6'"'-'8 月 、 上 層 )
15  
3 .大 阪 湾 集 水 域 の 汚 濁 負 荷 量
3 .  1 大 阪 湾 の 流 入 河 川 水 質 と 負 荷 量 の 経 年 変 化
大 阪 湾 に 流 入 す る 主 要 河 川 の 水 質 と 流 入 負 荷 量 の 経 年 変 化 を 図 3 .1-1 、 図 3 .1 - 2
に 示 す 。
河 川 水 質 は 、 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 13) で あ り 、 流 入 負 荷 量 は 、 河 川 流 量 と 河 川
水 質 の 年 平 均 値 を 乗 じ る こ と に よ り 算 定 し た 。 河 川 流 量 は 、 1 級 河 川 に つ い て は 流
量 年 表 20 ) 、 2 級 河 川 に つ い て は 近 接 す る 1 級 河 川 の 比 流 量 に 流 域 面 積 を 乗 じ る こ と
に よ り 求 め た 。 河 川 の 流 域 面 積 は 、 環 境 省 の 発 生 負 荷 量 等 算 定 調 査 報 告 書 2 1) を 参 考
に し た 。 な お 、 水 質 、 流 量 測 定 点 よ り 下 流 の 負 荷 量 は 考 慮 し て い な い 。
河 川 の 水 質 は 、 多 く の 河 川 で 改 善 傾 向 が 見 ら れ る 。 1 9 8 0 年 代 前 半 (1980'"'-' 1 9 8 4  
年 度 の 平 均 値 ) か ら 1 9 9 0 年 代 後 半 ( 1 996'"'-'2000 年 度 の 平 均 値 ) へ の 平 均 的 な 減 少
率 は B O D が 4 0 % 、 T - N が 3 6 % 、 T - P が 5 0 % で あ り 、 T - P が 最 も 大 き く 、 T - N が 最 も
小 さ し 、 。
こ こ に 示 し た 8 河 川 の う ち で は 、 淀 川 の 水 質 は 比 較 的 良 好 で あ る が 、 河 川 流 量 が
多 い た め ( 1 980'"'-'2000 年 平 均 で 2 4 6 m
3
/s) 流 入 負 荷 量 で は 最 も 多 く な っ て い る 。 淀
川 に 次 い で 流 入 負 荷 量 が 多 い の は 大 和 川 で あ り 、 平 成 1 5 年 度 の 1 級 河 川 水 質 ラ ン
キ ン グ ワ ー ス ト 1 の 河 川 で あ る ( 国 土 交 通 省 河 川 局 22)) 。 大 和 川 の 水 質 が 良 く な い
理 由 と し て は 、 下 水 道 普 及 率 の 低 さ が 考 え ら れ る 。 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 下 水 道 普 及
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3.2 大 阪 湾 に 流 入 す る 負 荷 量 の 河 川 別 割 合
大 阪 湾 に 流 入 す る C O D 負 荷 量 の 水 平 分 布 を 、 海 域 の C O D 濃 度 と 併 せ て 図 3.2-1
に 示 す 。 C O D 流 入 負 荷 量 は 1994 年 の 夏 季 (6""'8 月 ) の 値 で あ り 、 海 域 の C O D 濃
度 は 1998""'2000 年 の 夏 季 (6""'8 月 ) の 上 層 平 均 値 で あ る 。
大 阪 湾 の C O D 流 入 負 荷 量 は 、 湾 奥 部 に 集 中 し て 多 く 、 武 庫 川 ~ 大 和 川 聞 に お け
る C O D 流 入 負 荷 量 は 約 300t/ 日 で 大 阪 湾 全 域 の 約 9 0 % を 占 め て お り 、 負 荷 量 の 多 い
湾 奥 部 で 海 域 の C O D 濃 度 も 高 く な っ て い る 。
大 阪 湾 の C O D 流 入 負 荷 量 の 河 川 別 割 合 を 図 3.2-2 に 示 す 。
C O D 流 入 負 荷 量 は 淀 川 の 割 合 が 最 も 高 く 、 次 い で 、 大 阪 市 内 河 ) 1 ( 淀 川 本 ) 1 か ら
大 和 川 の 間 に あ る 市 内 河 川 で 安 治 川 、 木 津 川 、 住 吉 川 等 ) で 、 両 者 で 全 体 の 約 5 5 %
を 占 め て い る 。
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注). ，1 ， 平 成 6 年 C∞ 流 入 負 荷 (kg / 日 ) を 示 す ( ロ グ ス ケ ー 仏
水 質 (C∞ ) は 、 平 成 1 0 - 1 2 の 夏 季 (6 - 8 月 ) 平 勾 を 示 す .
出 典 ) 大 阪 湾 再 生 推 進 会 議 (2 0 0 4 ) : 大 阪 湾 再 生 行 動 計 画 ( 説 明 資 料 ) 16) よ り 一 部 改 変





 <  
図 3.2 - 1 C O D 流 入 負 荷 量 (1994 年、 6'""8 月 ) と 海 域 の C O D 濃 度 ( 1 998'""""2000 年 、 6
'""8 月 平 均 値 ) の 水 平 分 布
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C O D 流 入 負 荷 量 の 割 合 ( % )  
1 2 .4 
13 .9  
2 4 .1 
よ ぐ !
C O D  
k g / 日
%  
淀 川
112 ， 747 3 1. 6  
大 阪 市 内 河 川 等
85 ，  748 
24. 1  
大 和 川
52 ， 3 6 9  
14 .  7  
神 崎 川 49 ， 5 2 2  
13.9 
武 庫 川
11 ， 815 3. 3  
そ の 他 44 ，  164 12 .4 
合 計
356 ， 3 9 5  100.0 
淀 川
・ 大 阪 市 内 河 川 等
口 大 和 川
口 神 崎 川
・ 武 庫 川
そ の 他
出 典 ) 大 阪 湾 再 生 推 進 会 議 (2004) 大 阪 湾 再 生 行 動 計 画 ( 説 明 資 料 ) 16) よ り 作 成
図 3.2-2 大 阪 湾 の C O D 流 入 負 荷 量 の 河 川 別 割 合 (1994 年、 6""'8 月 )
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3 .3 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 汚 濁 負 荷 量
1 ) 琵 琶 湖 ・ 淀 川 の 水 質 の 経 年 変 化
琵 琶 湖 北 湖 ( 愛 知 川 沖 ) か ら 淀 川 河 口 ( 伝 法 大 橋 ) に 至 る B O D の 経 年 変 化 を 図
3.3-1 に 示 す 。 な お 、 伝 法 大 橋 は 感 潮 域 で あ る 。
B O D の 経 年 変 化 は 、 河 口 部 の 伝 法 大 橋 で は 年 変 動 が 大 き い も の の 、 流 域 の 全 地
点 で 減 少 傾 向 が 見 ら れ る 。 1980 年 代 前 半 (1980"-' 1984 年 度 の 平 均 値 ) か ら 1990
年 代 後 半 ( 1 996"-' 2000 年 度 の 平 均 値 ) の 減 少 率 は 宮 前 橋 ( 桂 ) 1 ) で 最 も 大 き く 70%
で あ り 、 木 津 川 御 幸 橋 ( 木 津 川 ) で 最 も 小 さ く 10%で 、 あ っ た ( 図 3.3-2) 。
B O D は 下 流 に 行 く ほ ど 高 く な っ て お り 、 2002 年 度 で は 、 愛 知 川 沖 で 0 .6 m g / L で
あ る の に 対 し 、 河 口 部 の 伝 法 大 橋 で は 4.7mg/L と 約 8 倍 に な っ て い る 。
22 
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【 凡 例 】
0 :愛 知 川 沖
0 :唐 崎 沖 中 央
?
? ?





. : 枚 方 大 橋
+ : 赤 川 鉄 橋
A : 伝 法 大 橋
宮 前 矯 (桂 川 )
1 9 7 3 年 : 1 7 m g / L  
1 9 7 4 年 1 2 m g / L
一 一 愛 知 川 沖 (琵 琶 湖 ・ 北 湖 )
一 一 唐 崎 沖 中 失 (琵 琶 湖 ・ 南 湖 )
ー ト 唐 橘 流 心 (瀬 田 川 )
- 0 ー 淀 川 御 幸 橋 (宇 治 ) 1 1)
一 世 一 宮 前 橋 (桂 ) 1 1 )
- ← 木 津 川 御 幸 橘 ( 木 津 ) 1 1 )
一 ・ 一 枚 方 大 橋 ( 淀 川 )
一 + ー 赤 JI 鉄 橋 (淀 川 )
一 世 ー 伝 法 大 橋 (淀 川 )
1 9 8 6  
年 度
出 典 ) 国 立 環 境 研 究 所 環 境 情 報 セ ン タ 一 環 境 数 値 デ ー タ ベ ー ス ，> よ り 作 成
1 9 7 1  1 9 7 6  1 9 8 1  1 9 9 1  1 9 9 6  2 0 0 1  
図 3 .3- 1 琵 琶 湖 ・ 淀 川 水 質 の 経 年 変 化
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7 0  
8 0  
6 0  
-:; 5 0  
0 '  
時 4 0
S 3 0  
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? ? ? ?
O  
出 典 ) 国 立 環 境 研 究 所 環 境 情 報 セ ン タ ー : 環 境 数 値 デ ー タ ベ ー ス 25) よ り 作 成
B O D の 19 8 0 年 代 前 半 か ら 19 9 0 年 代 後 半 の 減 少 率
2 4  
図 3.3 - 2
2) 瀬 田 )1 か ら 淀 川 ( 枚 方 ) に お け る 地 点 別 負 荷 量
瀬 田 ) 1か ら 淀 川 ( 枚 方 ) に お け る 地 点 別 の T-P 負 荷 量 を 見 る た め に 、 河 川 流 量
と 河 川 | 水 質 を 乗 じ る こ と に よ っ て 、 各 地 点 に お け る 2 0 0 0 年 の 年 平 均 T-P 負 荷 量 を
算 定 し た 。 河 川 流 量 は 流 量 年 表 20) 、 河 川 水 質 は 水 質 年 表 26) の 値 を 用 い た 。 河 川 の
T - P 濃 度 は 月 に 1 回 測 定 さ れ て い る 。 各 月 の T - P 濃 度 に T - P 濃 度 の 測 定 日 の 河 川
流 量 を 乗 じ 、 そ れ を 年 間 平 均 す る こ と に よ っ て 、 年 平 均 負 荷 量 と し た 。 算 定 に 用 い
た T - P 濃 度 、 流 量 の 調 査 地 点 は 表 3.3-1 に 示 す と お り で あ り 、 流 量 、 T - P 濃 度 、
T-P 負 荷 量 を 図 3.3-3 に 示 す 。
河 川 流 量 は 瀬 田 川 、 宇 治 川 、 淀 川 と 下 流 に 行 く ほ ど 多 く な る が 、 桂 川 ・ 宇 治 川 ・
木 津 川 の 三 川 合 計 値 よ り も 、 淀 川 の 値 の 方 が 少 な く な っ て い る 。 T - P 濃 度 も 下 流 に
行 く ほ ど 高 く な っ て お り 、 三 川 の 平 均 値 ( 三 川 の 合 計 負 荷 量 ÷ 合 計 流 量 ) よ り も 淀
川 の 濃 度 の 方 が 高 く な っ て い る 。 負 荷 量 も 下 流 に 行 く ほ ど 多 く な る が 、 淀 川 の 負 荷
量 は 、 三 川 の 合 計 値 よ り も 少 な く な っ て い る 。




瀬 田 ) 1 鳥 居 川
唐 橋 流 JL、
木 津 川 八 幡 木 津 川 御 幸 橋
宇 治 川 淀 宇 治 川 御 幸 橋
桂 川
納 所 宮 前 橋
淀 川 枚 方 枚 方 大 橋
出 典
流 量 年 表
水 質 年 表
2 5  





8 6 .6  
宇 治 川
樹II_~ ;;;.~' ~ 木津川
T -P濃 度
(m g/ U  
桂 1
T -P負 荷 量
(k g/ d a y )  
淀 川
1 3 5 .2  
瀬 田 川
0 .0 1 9  
~・
三 川 合 計
1 6 6 .5  
宇 治 川
，  '' .'1 . / 木 津 川
0 .0 7 8  町 二 -
守 0 .0 9 0
淀 川
0 .1 1 4  
瀬 田 川
1 4 3  
宇 治 川
6 9 0  
淀 川
1，3 3 3  
三 川 平 均
0.109 
木 津 川
三 川 合 計
1，5 6 5  
注 ) T-P 濃 度 の 三 川 平 均 は 、 三 川 の 合 計 負 荷 量 を 合 計 流 量 で 除 し た 値 で あ る
出 典 ) 閏 土 交 通 省 河 川 局 (2000) 流 量 年 表 20)
国 土 交 通 省 、 河 川 局 (2000):水質年表 ~6J
よ り 作 成
図 3 .3-3 瀬 田 ) 1か ら 淀 川 ( 枚 方 ) に お け る 地 点 別 T -P 負 荷 量
( 上 : 流 量 、 中 : 濃 度 、 下 : 負 荷 量 )
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3) 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 に お け る 発 生 負 荷 量
環 境 省 及 び 滋 賀 県 の 資 料 を も と に し て 、 淀 川 流 域 と 琵 琶 湖 流 域 の 発 生 負 荷 量 の 変
遷 と 、 最 新 年 ( 淀 川 流 域 は 1999 年 度 ( 平 成 11 年 度 ) 、 琵 琶 湖 流 域 は 2 0 0 0 年 度 ( 平
成 12 年 度 ) ) の 内 訳 を 整 理 し た 。 な お 、 生 活 系 、 土 地 系 な ど の 発 生 源 区 分 は 表 3.3-2 、
表 3.3-3 に 示 し た 。 結 果 を 図 3 .3-4 、 図 3 .3-5 に 示 す 。
淀 川 流 域 に お け る C O D の 発 生 負 荷 量 は 、 1999 年 度 に 約 74 ，700 kg / 日 で 、 1984
年 度 ( 昭 和 59 年 度 ) 以 降 減 少 傾 向 に あ り 、 そ の 要 因 は 生 活 系 の 減 少 に よ る 。 1999
年 度 の C O D 発 生 負 荷 量 は 、 生 活 系 の 占 め る 割 合 が 7 害 IJ と 大 き く 、 生 活 系 の 内 訳 は 、
下 水 処 理 場 の 占 め る 割 合 が 6 害 IJ と 大 き く 、 つ い で 雑 排 水 の 3 割 と な っ て い る 。
琵 琶 湖 流 域 に お け る C O D の 発 生 負 荷 量 は 、 20 00 年 度 に 約 45 ，6 00 kg / 日 で 、 1985
年 度 ( 昭 和 60 年 度 ) 以 降 減 少 傾 向 に あ り 、 そ の 要 因 は 生 活 系 及 び 産 業 系 の 減 少 に
よ る 。 2000 年 度 ( 平 成 12 年 度 ) の C O D 発 生 負 荷 量 は 、 土 地 系 の 占 め る 割 合 が 5
割 以 上 と 大 き く 、 次 い で 生 活 系 、 産 業 系 の 割 合 が 大 き い 。
注 )
O 淀 川 流 域 の 発 生 負 荷 量 は 環 境 省 に よ る 集 計 値 で あ り 、 琵 琶 湖 流 域 の 発 生 負 荷 量 は 滋 賀
県 に よ る 集 計 値 で あ る た め 、 両 者 の 集 計 方 法 は 異 な っ て い る 。
0 環 境 省 調 査 で は 施 設 か ら 排 出 さ れ る 負 荷 量 ( 一 般 に “ 排 出 負 荷 量 " と さ れ て い る 値 )
を 算 出 し て お り 、 本 レ ポ ー ト で も こ の 値 を 用 い た た め 、 環 境 省 の 表 記 法 に 従 い “ 発 生
負 荷 量 " と し た 。
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表 3 .3- 2 発 生 源 別 の 形 態 区 分 ( 環 境 省 分 )
守ノちて 、
区 分
指 定 地 域 内
下 水 処 理 場 ( 生 活 系 分 )
事 業 場
5 0 1 人 槽 以 上 合 併 浄 化 槽 (住 宅 系 ・ 事 務 所 系 )
2 0 1 人 槽 以 上 5 0 0 人 槽 以 下 合 併 浄 化 槽 ※ 1 ( 住 宅 系 ・ 事 務 所 系 )
し 尿 処 理 場
生
5 0 1 人 槽 以 上 単 独 浄 化 槽 (住 宅 系 ・ 事 務 所 系 )
活
2 0 1 人 槽 以 上 5 0 0 人 槽 以 下 単 独 浄 化 槽 ※ 1 (住 宅 系 ・ 事 務 所 系 )
系
面 、 源
2 0 1 人 槽 以 上 5 0 0 人 以 下 合 併 浄 化 槽 ※ 2
2 0 0 人 槽 以 下 合 併 浄 化 槽
2 0 1 人 槽 以 上 5 0 0 人 以 下 単 独 浄 化 槽 ※ 2
2 0 0 人 槽 以 下 単 独 浄 化 槽
雑 排 水 ( 単 独 処 理 + そ の 他 )
指 定 地 域 内 工 場 ・ 事 業 場
産
事 業 場




日 排 水 量 5 0 m
3
/ 日 未 満 特 定 事 業 場
未 規 制 事 業 場
指 定 地 域 内
畜 舎
畜













山 林 、 水 田 、 山 林 ・ 水 田 以 外 の 土 地
廃 棄 物 最 終 処 分 地




2  日 平 均 排 水 量
5 0 m ' 未 満
出 典 ) 環 境 庁 (1997) 発 生 負 荷 量 等 算 定 調 査 報 告 書 総 論 ( 一 ) 却 )
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農 業 集 落 排 水 処 理 施 設
処
理




し 尿 収 集
可 *、
1虫
単 独 処 理 浄 化 槽
処
理
農 地 還 元
観 光 客 ( 日 帰 り )
観 光 客 ( 宿 泊 )
処
下 水 道 終 末 処 理 施 設
理
可/.夜 、
し 尿 処 理 施 設
〆-、
排 水 量 3 0 m
3
/ 日 以 上
産 工
小 規 模 排 水 事 業 場
業 業
系 系



















山 林 ・ そ の 他
可/吹 、
自
宅 地 ・ 道 路
扶
ノ守戻 、
ゴ ル フ 場
.  
他
湖 面 降 雨
)  
地 下 水
※  o 内 は 、 滋 賀 県 資 料 に 掲 載 さ れ て い る 表 現
出 典 ) 滋 賀 県 (2 0 0 0 ) ・ 滋 賀 県 資 料 27)
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(己 コ 釘 系 己 コ 産 業 系 己 コ 畜 産 系 己 コ 土 地 系 → ー 水 質 C O D 斗 工 均 白 Dl
卜 ※ 河 川 水 質 は 、 r J R 赤 川 鉄 橋 J ( 環 境 基 準 B 類 型 : B O D 3 m g/ L 以 下 ) に お け る 測 定 値 を 示 す 。
業 系
C O D 発 生 負 荷 量 の 内 訳 (H 1 9 9 9 年 度 )
C O D 発 生 負 荷 量 (生 活 系 ) の 内 訳
(1999 年 度 )
1 0 0 %  
- 雑 排 水
9 0 %  
8 0 %  
- 単 独 浄 化 槽
7 0 %  
- 合 併 浄 化 槽
6 0 %  
口 単 独 浄 化 槽 1
1
5 0 %  
(事 業 場 )
4 0 %  
- 尿 尿 処 理 場
3 0 %  
2 0 %  
団 合 併 浄 化 繕
(事 業 場 )
1 0 %  
- 下 水 処 理 場
0 %  
1 9 9 9 年 度
出 典 ) 負 荷 量 環 境 省 (1987 、 1990 、 1995 、 2000 ) 発 生 負 荷 量 等 算 定 調 査 報 告 書 各 論 (大 阪 府 ) 2') 
環 境 省 (1987 、 1990 、 1995 、 2000 ) 発 生 負 荷 量 等 算 定 調 査 報 告 書 各 論 ( 京 都 府 ) '9)  
環 境 省 (1987 、 1990 、 1995 、 2000) 発 生 負 荷 量 等 算 定 調 査 報 告 書 各 論 ( 奈 良 県 ) 川
よ り 作 成
水 質 国 立 環 境 研 究 所 環 境 情 報 セ ン タ ー : 療 境 数 値 デ ー タ ベ ー ス :!5) よ り 作 成
図 3 .3 - 4 淀 川 流 域 の 発 生 負 荷 量 と 河 川 水 質 の 経 年 変 化 ( 上 段 ) と
発 生 負 荷 量 の 内 訳 ( 下 段 )
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年 度
E コ 生 活 系 ・ ・ 下 水 処 理 E コ 産 業 系 E コ 畜 産 系 E 二 コ 土 地 系 ー ← 水 質 C O D → ー 水 質 B O D
| ※ 河 川 水 質 は 、 「 唐 橋 流 心 (瀬 田 J l I ) J (環 境 基 準 A 類 型 :B O D 2 m g / L 以 下 ) に お け る 測 定 値 を 示 す 。
C O D 発 生 負 荷 量 の 内 訳 (2 0 0 0 年 度 )
地 系
C O D 発 生 負 荷 量 (生 活 系 + 下 水 処 理 ) の 内 訳
(2 0 0 0 年 度 )
1 0 0 %  
9 0 %  




4 0%  
3 0首
2 0百
1 0 %  
O首
. 下 水 処 理 場
- そ の 他
ロ 単 独 処 理
- 尿 尿 処 理 施 設
合 併 処 理
2 0 0 0 年 度
出 典 ) 負 荷 量 : 滋 賀 県 (2000) 滋 賀 県 資 料 2 7) よ り 作 成
注 1 ) 滋 賀 県 が 湖 沼 水 質 保 全 計 画 策 定 時 に 算 出 し た 値
注 2 ) 各 回 算 出 方 法 を 若 干 変 更 し つ つ 、 精 度 向 上 を 図 っ て い る
水 質 : 国 立 環 境 研 究 所 環 境 情 報 セ ン タ 一 環境数値データベース ~5)より作成
図 3 .3- 5 琵 琶 湖 流 域 の 発 生 負 荷 量 と 河 川 水 質 の 経 年 変 化 ( 上 段 ) と
発 生 負 荷 量 の 内 訳 ( 下 段 )
3 1  
4. 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 下 水 処 理
4. 1 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 下 水 処 理 場 の 概 要
琵 琶 湖 に 流 入 す る 下 水 処 理 場 (6 処 理 場 ) 並 び に 淀 川 中 下 流 に あ る 下 水 処 理 場 (37
処 理 場 ) の 概 要 と 下 水 処 理 場 か ら の 汚 濁 負 荷 量 に つ い て 、 平 成 1 3 年 度 の 下 水 道 統 計
よ り 整 理 し た 。
琵 琶 湖 、 淀 川 流 域 の 下 水 処 理 場 の 名 称 と 位 置 を 図 4 .1 -1 、 図 4. 1- 2 に 示 し 、 各 処 理
場 の 概 要 を 図 4. 1-3 に 示 し た 。 な お 、 各 処 理 場 の 詳 細 は 巻 末 資 料 に 示 し た 。
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琵 琶 湖 に 流 入 す る 下 水 処 理 場 の 位 置
( 1 / 2 0 0 ，0 0 0 )  







? ? 、 ? ?
出 典 ) ( 社 ) 日 本 下 水 道 協 会 (20 0 3) : 下 水 道 統 計 行 政 編 ( 半 成 13 年 4 月 l 日 ~ 半 成 14 年 3 月 3 1 日 ) 刊 よ り 作 成
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43 1 f望組提車場 第1寝屋川
出典) (社)日本下水道協会(2003) 下水道統計行政編 (平成 I ~ 年 4 月 l 日~平成 14 年 3 月 ~ I 日 ) 31)より作成
図 4.1-2 淀川中下流にある下水処理場
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( 社 ) 日 本 下 水 道 協 会 (2003) : 下 水 道 統 計 行 政 編 ( 平 成 13 年 4 月 l 日 ~ 平 成 14 年 3 月 31 日 ) 3 1)より 作 成




4. 2 琵 琶 湖 ・ 淀 川 流 域 の 下 水 処 理 場 の 汚 濁 負 荷 量
下 水 処 理 場 へ の 流 入 水 と 下 水 処 理 場 か ら の 流 出 水 の B O D 、 C O D 、 T - N 、 T - P 濃 度 と 、
晴 天 時 日 最 大 処 理 水 量 を 乗 じ る こ と に よ っ て 、 下 水 処 理 場 へ の 汚 濁 負 荷 流 入 量 と 下 水
処 理 場 か ら の 汚 濁 負 荷 流 出 量 及 び 下 水 処 理 場 で の 削 減 量 を 求 め た 。 琵 琶 湖 関 連 、 淀 川
( 本 ) 1 ) 関 連 、 神 崎 川 関 連 、 大 阪 市 内 河 川 関 連 の 下 水 処 理 場 の 汚 濁 負 荷 量 を 図 4.2-1 、
図 4.2-2 に 示 し 、 下 水 処 理 場 別 の 汚 濁 負 荷 量 を 図 4.2-3 に 示 す 。
下 水 処 理 場 か ら の 汚 濁 負 荷 の 流 出 量 は 、 全 項 目 と も 大 阪 市 内 河 川 関 連 が 最 も 多 く 、
琵 琶 湖 関 連 が 最 も 少 な く な っ て い る 。 下 水 処 理 場 で の 削 減 率 は 4 3 処 理 場 合 計 値 で 、
B O D で 9 6 % と 最 も 大 き く 、 次 い で C O D の 8 7 % 、 T - P の 7 8 % 、 T - N が 最 も 小 さ く 5 4 % と
な っ て い る 。 下 水 処 理 場 の 削 減 率 は 、 琵 琶 湖 関 連 が 全 項 目 と も 最 も 大 き く な っ て お り 、
大 阪 市 内 河 川 関 連 が T - P を 除 き 最 も 小 さ く な っ て い る 。 T - P で は 淀 川 ( 本 ) 1 ) 関 連 が
最 も 小 さ い 。
な お 、 京 都 市 内 に 位 置 し て い る 4 ヶ 所 の 下 水 処 理 場 ( 吉 祥 院 、 鳥 羽 、 伏 見 、 石 田 )
の 平 均 除 去 率 ( 除 去 率 の 平 均 値 ) は 、 B O D が 9 7 % 、 C O D が 8 9 % 、 T - N が 5 7% 、 T - P が
7 8 % で あ っ た 。
3 6  
- 下 水 処 理 場 へ の 流 入 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 か ら の 流 出 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 で の 削 減 量 ( t / 日 )
3 9 4 .2  
3 7 4 .3  
500.0 
3 0 0 .0  
2 0 0 .0  
(t/ 日 ) 100.0 
4 0 0 .0  
B O D  
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ?
?
? ?
? ? ? ? ?
0 .0  
?
? ?
9 5 %  
96~も
9 8 %  
下 水 処 理 場 で の 削 減 率
- 下 水 処 理 場 へ の 流 入 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 か ら の 流 出 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 で の 削 減 量 ( t / 日 )
99~も
2 2 8 .7 
1 6 9 .9  
3 0 0 .0  
2 0 0 .0  
1 0 0 .0  
(t/ 日 )
C O D  
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ?
?
? ?
? ? ? ? ?
0 .0  
?
? ?
8 4 %  
8 5今色
9 0今も
9 3 %  
下 水 処 理 場 で の 削 減 率
( 社 ) 日 本 下 水 道 協 会 (20 0 3) 下 水 道 統 計 行 政 編 ( 平 成 13 年 4 月 l 日 ~ 平 成 14 年 3 月 3 1 日 ) 31) よ り 作 成
C O D )  
下 水 処 理 場 で の 汚 濁 負 荷 量 ( B O D 、
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図 4 .2- 1
出 典 )
- 下 水 処 理 場 へ の 流 入 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 か ら の 流 出 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 で の 削 減 量 ( t / 日 )
76 .4  
100 .0  
75.0 
50.0 
25 .0  
T - N  
(t/ 日 )
? ? ? ? ? ? ? ?








4 8 %  5 5 %  
5 9 %  
7 7 %  
下 水 処 理 場 で の 削 減 率
- 下 水 処 理 場 へ の 流 入 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 か ら の 流 出 量 ( t / 日 )
図 下 水 処 理 場 で の 削 減 量 ( t / 日 )
10.00 
7 .5 0  
5 .0 0  
2.50 
T - P  
(t/ 日 )
? ? ? ? ? ? ? ?








下 水 処 理 場 で の 削 減 率 9 7 %  7 2 %  
出 典 ) ( 社 ) 日 本 下 水 道 協 会 (2003) : 下 水 道 統 計 行 政 編 ( 平 成 13 年 4 月 l 日 ~ 平 成 14 年 3 月 3 1 日 ) 3 1 l よ り 作 成
7 9 %  7 8 %  
T - P )  
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巻 末 資 料
淀 川 中 ・ 下 流 域 の 下 水 処 理 場 の 概 要 と 汚 濁 負 荷 量
琵 琶 湖 に 流 入 す る 下 水 処 理 場 (表 - 1 に 示 す 6 処 理 場 ) 並 び に 淀 川 中 下 流 域 に あ る 下 水 処 理 場
(表 2 に 示 す 3 7 処 理 場 ) の 概 要 と こ れ ら の 下 水 処 理 場 か ら の 汚 濁 負 荷 量 に つ い て 、 「 下 水 道 統
計 ( 行 政 編 ) J  ( 平 成 13 年 度 版 、 日 本 下 水 道 協 会 編 ) よ り 、 整 理 し た 。







所 在 地 腕 茄 対 剛 陥
で%
事 業 名
琵 琶 湖 に
1  
大 井 幣 末 斑 盟 場 鞠 良 公 共 大 掛 村 茸重 吉兵 1-1 琵 琶 胡
流 入 す る
2  
主 ιォ 」 ・デ、ユ ・ ブ ι ル
鞠 良 公 共
甲賀9i.:blJ!fぴ野 5574 樹 坦
稿 1
下 水 処 理
3  
湖 有 特 静 化 セ ン タ ー
湘 或 溺 或
草 簡 市 報 担 ] 有 効 回 100 蔀 也 琵 琶 胡
場
4  
湖 西 争 化 セ ン タ ー
湘 或 澗 或
規 賄 協 定 3 丁 目 及 ひ 湘 1市 r
琵 菌 胡
5  東~tま静化センター 湘 或 淵 或
彦 慣 w沸 行 、 ' 同 剤 取 ひ 湘 潤 臓
琵 菌 胡
6  
高 闘 争 化 セ ン タ ー 調 或 湖 或















所 在 地 蹴 耐 J) 1陥
アロデ
事 業 名
淀 川 ( 本
7  
首 特 急 庄 型 暴
鞠 虫 公 共
璃 附 有 文言 葉干関車寄 l伊 n 西 高 瀬 川
ハ D 同 l E A 8  
， 朝 寝 鴎 揚
鞠 虫 生 洪
万 羽 耐 羽 支 上 期 滞 ノ 斜 程 ノ 木 1 西 高 瀬 1 樹 1
す る 下 水
9  
伏 見 処 揚
噛 虫 公 共 京 拘 珊 呪 因 究 域 営 問 畑 T 2 5 5 守 削 |
組 賜
10 
石 田 処 理 場 鞠 虫 公 共
瑚 問 視 殴 明 白 ー ノ 坪 2
は 跨 | 列 |
11 
東 南 静 化 セ ン タ ー
鞠 良 公 共
明 釘 同 司 樹 鴎 1 0
0JfiY l ・帯 創 1
ロ
年 街 争 f!:-セ ン タ ー 鞘 虫 企 洪 亀 I市有 弓塑Ji¥fA 1 一 編 町 1 年 制 1
13 
明 細 厨 制 ビセ ン タ ー
鞠 良 公 共 綴 曹 | 用 台 倒 脚 l対 痢 吃 ロ J{字 病 H 砂 j
潟 休 系 一 千 跡 ] 1岡 原 Q I
14 
力 闘 争 化 セ ン タ ー
鞠 虫 公 共
械 翻 加 '.@E大 担 割 、 判 出 回 1- 3 上 期 1 伺 押 川
15 
洛 西 争 化 セ ン タ ー
淵 或 椀 或 調 司 京 刊 第 酎 樋 ノ 円 1番 血
樹 1
16 
格 南 争 化 セ ン タ ー 調 或 湘 或 )¥1 嘩杭 1¥ 1 1 1 動 柄 引 番 地 明 削 |
17 
オ 柑 l比 滴 争 化 セ ン タ ー
調 或 湘 或
静 岡 実 J了 間 段 lサ 脇 到
ー す 那 J) 1 オ 胡 1
18 
南 月 争 化 セ ン タ ー
湖 或 湖 或
員 沙 問 lY¥加 r;i胡 |創 南 鯉 樹 1
19 
j 出 肝 ホ 災 見 場
鞠 虫 公 共
枚 方 市 白 鴎 精 2- 3 - 1 未 明 1 (飽 ID
却
同 居 攻 賠 揚
鞠 虫 公 ・環 回 帰 焚 陣 際 1を 15 ー 1- 1 戎 川 Lヌ 瑚 1、溜 1
21 
渚 畑 型 揚
澗 或 湘 或
枚 方 市 樹 、 西 隣 寝 屋 川・ 二 十 倍 億 屋 1 D  
神 崎 ) 1 に 沼
旭 f f刺 盟 腸
鞠 良 公 共
対 肺 醜 包 | 区 旭 子 4 ー ] 1 7  
補 l瑚 1
流 入 す る
2 3  
十 八 条 下 水 処 理 場
鞠 良 公 共 ブ場貯同週 112<:汁ゾ L条 1- 8 - 1
神 崎 1
下 水 処 理
2 4  
由 村 下 方 従 鯉 場
鞠 良 公 共 ~才竹大部f3- 9ー 1
楠 附 1
場
2 5  
正 雀 下 水 処 理 場
鞠 ! I l 企 洪
持 調 計 汗 伊 丘 7
正 雀 I1
2 6  
ハ 匝 下 水 煙 揚
鞠 良 公 共
目 先 召 初 哨 担 J1t!J:!司
柏 崎 1
2 7  
南大田下j~腸
単 3虫 公 共
q畑 桐 畑 5- 3 5 - 1
柏 崎 1
沼
中 央 下 村 原 型 揚
洞 戎 溺 或
淵 司 自 島 3 f白
安 威 1
直耕[f7~腸
調 或 湘 或
詩 揃 千 T西端ilIBJ、開場ilIBJ: 萄 引 、 2 j




東3tI欝 1浄 化 セ ン タ ー
鞠 虫 公 共
定 締 柿 西 松 島 3 2
主 予 報 川
大 阪 市 内
31 
今 福 下 水 処 理 場 鞠 虫 公 共
対 扮 旬 痴 剰 を今 福有 3 - 3- 2
寝 間 1
河 川 に 流
担
明 兵 下 水 処 理 暴
輸 血 公 共
対 続 旬 蹄 区 南 兵 1- ] 7- 1 0
第 2寝 島 1
入 す る 下
33 
腕 五 防 災 曜 場
鞠 虫 公 共
対 蔚 旬 誠 司 羽 t 回 2- 3 - 6 1
布 引 防 オ d路
オ < & 0 0 揚
3 4  
羽子Fオ~腸 鞠 虫 公 共
対 務 梓 開 枢 方 l闘 ヒ 2- 6 - 6 9
τ1琴 別 刷 儲
3 5  
{主 Zi-工 下 水 処 型 揚
鞠 虫 公 共
対拐I'ff.主主 J 区泉 1- 1ー 1 8 9
住 吉 川
36 
千 島 下 水 災 盟 揚
鞘 虫 公 共
大殺計 τi(il王g;，J>j;修夜 2- 5 - 5 9
オ 帯 封 1
37 
市 岡 下 水 処 理 揚 噛 虫 公 共
対 妨 梓 笛 苛 村 両 2 ー 1 5ー 2 5
尻 鞠 1
沼
J t t A " 下 水 処 理 場 鞠 虫 公 共
大 政 向 上 げ 低 君 主 島 5 - ] 0 - 6 2
正道持~1 
羽
海 者 工 下 jJ次 回 揚
鞠 虫 企 洪
大筋計稿闘2<~同期4- 1 -4]
正連寺~1、問 1
4 0  
棒 ギ 下 オ d 盟 揚
単 Z虫 公 共
対 肺 西 胡 剤 事 干 2 ー 7- 1 3 オ キ弱 1
41 
守 口 処 理 場
輔 氏 公 共
守 口 市 脊 柑 粛 血 1
寝 間 1
4 2  
)I~熟底堅揚
訴 畝 澗 或 東 対 局 旬 | 限 第 2寝 屋 川
4 3  
滑 脱 盟 場
溺 或 澗 或
東 対 ぽ 同 国 時 閉 ]
第 1寝 屋 1











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 - 1 1 淀 川 中 下 流 域 の 下 水 処 理 場 で の 汚 濁 負 荷 旦
対 象 晴 珂 寺 田 最 大
汚 畳 負 荷 量 の 集 棉 課
区
分
抱 盟 人 口
虹 民 金 陪 E
下 j J<d&.型 曇
下 Y 即 時
下 j J<d&.車 曇
下 j 1<&l1I!賜
( 千 人 j (千 ポ )
工頁
目 へ の m t A 量 か ら の JT此 量 で の 帥 糧 で の 鞠 棒
( V 日 )
( 七 / 日 )
( V 日 )
( % )  
B O D  68.1 
0.5 67.6 
99 
琵 琶 胡 こ 流 入 す る
下J~賜
723 
C O D  35.5 2.5 
33 .0  
93 
411 
(6 舵 蕗 揚
T - N  
11.5 2.7 8.8 
77 
T - P  
1. 26 0.04 
1. 22 97 
B O D  314.3 7.2  307 .1  
98 
潟 ! I (調 印 に 流 入
す る 下 オ 頃 毘 揚
2，371 
C O D  169.9 
17 .4 152.5 90 
1，927 
(15 艇 賜
T - N  
44.6 18.5 26.1 
59 
T - P  
5.7 1. 6  4.1 
72 
B O D  200.5 7.3  
193.2 96 
神 崎 1M: ;:荒 入 す る
下 水 紅 盟 場
1，691 




(9 舵 毘 揚
T - N  
4 1.1 18.5 22.6 
55 
T - P  
4.5 1. 0  
3.5  78 
B O D  394.2 
19.9 374.3 
95 
対 蔚 柄 司 1M こ
流入する下j~賜
3.4 10 
C O D  228.7 








T - P  
9.7 2.0 
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